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避
難
の
基
本
を
心
得
る

― 

大
地
震
発
生
〜
避
難
所
ま
で 

―

特特 集集

　
阪
神･

淡
路
大
震
災
で
は
、
自
然
発
生
的
に
多
く
の
住
民
が
避
難
所
へ
殺
到
し
ま
し

た
。
こ
の
決
ま
り
の
な
い
避
難
が
『
住
民
安
否
の
確
認
』
を
遅
ら
せ
、
『
避
難
所
運
営

に
大
き
な
混
乱
』
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。�

　
住
民
が
自
ら
の
判
断
で
避
難
す
る
こ
と
は
と
て
も
重
要
な
こ
と
で
す
が
、
そ
の
行
動

が
『
地
域
を
混
乱
さ
せ
る
行
動
』
に
な
ら
な
い
よ
う
、
阪
神･

淡
路
大
震
災
の
教
訓
を

い
か
し
た
避
難
の
基
本
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

避
難
の
基
本
は

「
総
合
防
災
訓
練
」
で
体
験
で
き
ま
す

■
8
月
３１
日
（
日
） 

午
前
8
時
〜
9
時�

自
主
防
災
会
に
加
入
し
て
い
る
世
帯
の

全
町
一
斉
安
否
確
認
訓
練
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

※訓練方法は自主防災会
　で異なります。詳しくは
　自主防災会役員にお尋
　ねください。

1 大地震発生

〈身につけて
　　　おきたい行動〉

㈰身を守る行動
■机の下で身を潜める

※必ず机の脚を持つ

■揺れがおさまったら、火

　元を確認

※コンロ･ストーブの火を

　消す

■互いに声をかけあい、家

　族の状況を確認する

2 避難するか
の判断

富士見町は避難所の混乱

を避けるため、住民に「避

難所へ行くか」「自宅で待

機するか」の判断をお願い

していきます。

㈪家族で外に出る行動

㈫気持ちを立て直す行動
■パニック状態になりますが

　心を奮い立たせ、行動して

　ください。

※動揺でこれからの行動に不

　安を感じたら、近くの人に

　支援をお願いし、隣近所協

　力し合って行動しましょう。

㈬避難するかの判断
避難する場合

■自宅を失った

■家族を失った

■自分・家族がけがをした

■身の危険を感じる

■生活に不安を感じる

㈭‐2【家族の代表者が】
       安否確認場所へ

■避難の必要がないと判断

■避難条件に該当しない

㈭‐1【家族全員で】
       安否確認場所へ
■避難の必要があると判断

■判断に迷った場合

※判断に迷った又は判断できない
　場合は、避難してください。

※代表者以外は自宅待機

【その他必要な行動】
■火災の発生の防止
 【自宅が大破していない場合】
　余震に注意して宅内に戻り「ガ
　スの元栓を閉め」「電気のブレ
　ーカを切って」ください。
 【自宅が大破している場合】
　宅内に戻らないでください。外
　から火災発生の有無を確認し
　ます。

■家族・隣人の救出
　助けを求める人がいる場合は、
　自分だけで救出しようとせず、
　隣近所や消防団・防災会に支援
　をお願いし、救出活動を進めます。
　※車用ジャッキ・バール・ノコギ

リを事前に準備して救出をします。

【公平な支援】
自宅待機を判断した在宅避
難者への支援は公平です。

【ライフラインが途絶した場合】
※避難所で物資を支援します。

【余震で被害を受けた場合】
※後からでも避難所は受け入
　れをします。
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3 まず、安否
確認場所へ

安否確認場所とは「組・常

会ごとに点呼（安否確認）」

をとるため、一旦集合する

場所です。

㉂避難と安否確認終了

避難訓練に参
加し、適切な
行動を身につ
けましょう。

㈮組長などに安否報告
安否集計者に家族の被害状況

を報告します。

■家族の安否を報告

※全員無事・けが人1名・外出

　1名など

■自宅の被害を報告

※被害なし・一部破損した・倒

　壊したなど

㉀‐2［家族全員］

■避難所被災なし

　　　※室内に避難

■避難所被災あり

　　　※屋外で一時避難

㈯全世帯の確認まで待機
■待機中は必要に応じて集計

　の手助けを行います。

※安否確認場所に来ない世帯

　を手分けで訪問し、安否や

　不在などの世帯状況を確認

　します。

㉀‐1家族代表者は帰宅
※自宅に戻る際は単独行動を

　避け、隣近所単位の集団で

　行動してください。

避難する
［家族全員］

避難する
［家族全員］

安否集計した
［組長・常会長］

避難しない
［家族代表者］

※第一次避難所が安否確認場所
　となる集落があります。詳しく
　は自主防災会役員にお尋ねく
　ださい。

4 第一次避難所
第一次避難所は地区公民

館などが指定されています。
（※全戸配布のわが家の防災P32）

避難すると判断した家族が、

ここで共同生活をします。

防災会役員の指示で避難

㈷［組長･常会長など］

■全家族の安否

※無事42名・けが人2名・外

　出7名など

■全住宅の被害

※倒壊1棟など

防災会役員に集計を報告

お願い（その１）
自宅から家族全員が避難する場合
「避難状況を見やすい場所に表示」
しましょう

※「避難先」と「家族安否」を紙に書い
　て貼るか壁や玄関に直接書いてくだ
　さい。外出中の家
　族や親戚への連絡、
　近所や救助隊への
　周知になります。

お願い（その2）
自宅から安否確認場所へは「徒歩」 
により移動してください。�

※安否確認場所や避難所の駐車スペ
　ースには限りがあ
　ります。また、救助
　や支援活動のため
　の緊急車両のスム
　ーズな通行を確保
　するためです。

お願い（その3）
近隣の弱者世帯（高齢者世帯・乳幼
児世帯・障がい者世帯・傷病者世帯
等）には「必ず声をかけて」ください。

※弱者世帯に避難の必要がある場合は、
　手助けしながら一緒に徒歩で移動し
　ます。避難の必要が
　ない場合は、代わっ
　て組長などに安否
　報告をしてください。
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避難の基本を心得る特 集

4

自主防災会は災害の要、地域を守る活動にご協力ください

町は弱者を支援する食料の2日分を備蓄しています

■「避難の基本」で説明しましたが、みなさんが向かう「安否確認場所」や「第一次避難
　所」で待っているのは、日頃から協力関係を築いている「自主防災会の人たち」です。

みなさんには安否確認時の弱者支援をお願いしています。
町は自給困難に陥った乳幼児・高齢者の支援食料を役
場倉庫内に常時確保し、被災2日目から配布できる体制
を整えています。
■乳児（1歳未満）を支援するための備蓄（60人分）
　㈰水自慢（1人6ℓ）　㈪粉ミルク（1人270ｇ）
　㈫哺乳びん（1人1本） 
■幼児（1～6歳）を支援するための備蓄（370人分）
 ㈰水自慢（1人6ℓ）　㈪無洗米（1人450ｇ） 
■高齢者（80歳以上）を支援するための備蓄（765人分）
　㈰水自慢（1人6ℓ）　㈪無洗米（1人450ｇ） 
一般者の食料は各家庭からの持ち寄りや販売店からの
調達などで確保します。備蓄コストの軽減にご理解とご
協力をお願いします。

■災害時、自主防災会の人たちは同じ被災者でありながら、みなさんを支援することに
　なります。このことを町民一人一人が認識し、普段から自主防災会の活動へ積極的に
　参加し、地域の防災力を高めていきましょう。

大地震は日常の生活と人の心を一瞬に破壊してしまいます。
私たちはこの自然の猛威から一刻も早く立ち直らなければなりません。
この時こそ、住民の隣保協同の精神に基づく自主防災会が結束力を発揮
する時なのです。
人の絆ほど「心強い」ものはありません。災害時こそ「遠くの親戚より近
くの他人」です。

〈防災についてのお問い合わせ〉　総務課防災係　☎62‐9326　　9326

＊支援が届きづらい被災後3日間のうち、町の支援活動が本
　格化する2日目と3日目の備蓄をしています
＊備蓄人口は大災害の避難者想定により年齢人口の50％と
　しました
＊粉ミルクは扱いやすい固形タイプの製品を備蓄しています
＊哺乳びんは容量200ｍｌで、乳首はＳサイズ・シリコーンゴ
　ム製です
＊お米は洗わずに炊ける無洗米を備蓄しています。通常の
　保存期限は2ヶ月程度ですが特殊な加工で5年間保存でき
　る製品です
＊無洗米を炊くための特殊な袋を34，000食分備蓄してい
　ます

廃棄処分しない備蓄を目指し、保存期限前に有効
利用する方法を検討しています

販売用の在庫を徹底管理することで、水自慢が災
害時に弱者を救う水になっています

水自慢2ℓ
水自慢500ｍｌ

哺乳びん

ご飯炊出袋 粉ミルク（固形）

無洗米（5年保存）

有
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平
成
１９
年
度
「
行
政
改
革
進
捗
状
況
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

平
成
１９
年
度
「
行
政
改
革
進
捗
状
況
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

，，

［募集職種］�一般事務職（初級）� 　若干名

� 保健師（上・中級） � 　若干名

［受験資格］

　＊一般事務職：現在高校に在学中で平成21年3

　　月に卒業見込みの人

　＊保健師：保健師の資格を有する人又は資格取

　　得見込みの人（昭和48年4月2日以降生れ）

　＊その他要件：採用後、富士見町内に居住する

　　見込みのある人

［試験内容］

　一次試験 ＝ 能力検査・性格検査・専門試験

　二次試験 ＝ 面接

［試験日］

　一次試験　平成20年9月21日（日）�

　　　　　　会場：富士見町役場

　※二次試験は平成20年11月頃の予定

［受付期間］

　平成20年8月4日（月）～8月22日（金）

［提出書類］

　受験願書・健康診断書・成績証明書・卒業証明書

　または卒業見込証明書・資格取得証明書

総務課庶務人事係　☎62-9322　　9322

国民年金保険料の免除･猶予･学生納付特例を
受けた期間

おすすめします　追　納
　保険料を全額納付したときに比べ、保険料の免除や猶予を受

けた期間がある場合は、受け取る年金額が少なくなります。こ

のため、これらの期間は10年以内（たとえば平成20年４月分

は平成30年４月末まで）であれば、後から保険料を納付する

こと（追納）ができます。保険料の免除若しくは猶予を受けた

年度から起算して、３年度目以降に保険料を追納する場合、承

認を受けた当時の保険料額に経過期間に応じた加算額が上乗せ

されます。（下表参照）

　追納を希望される方（一部免除の方を含む）は、岡谷社会保

険事務所（☎23-3661）までお問い合わせください。

平成20年度追納保険料月額（加算額を含む）

追納する期間
全額免除・猶予
学生納付特例

半額免除

平成10年4月～平成11年3月

平成11年4月～平成12年3月

平成12年4月～平成13年3月

平成13年4月～平成14年3月

平成14年4月～平成15年3月

平成15年4月～平成16年3月

平成16年4月～平成17年3月

平成17年4月～平成18年3月

平成18年4月～平成19年3月

平成19年4月～平成20年3月

16,590円

15,950円

15,320円

14,740円

14,180円

13,970円

13,770円

13,810円

13,860円

14,100円

7,090円

6,980円

6,880円

6,910円

6,930円

7,050円

※試験の詳細は、町のホームページでもご覧いた

　だけます。

富士見町職員採用試験

問

問

有

願書請求

有
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午後3時より
役場4階会議室

8月06日（水）

臨時教育委員会

午前9時30分より
役場3階会議室

8月20日（水）

定例教育委員会定例教育委員会

臨時教育委員会

電話による教育相談電話による教育相談

午前9時～午後3時
☎62-3118
教育相談員が
対応します

月・火・木曜日

号

第

教
育
委
員
会
だ
よ
り

教
育
委
員
会
だ
よ
り

富
士
見
町

平成20年8月1日発行
富士見町教育委員会編集

☎62-9235
kodomo@town.
fujimi.nagano.jp

32

「
富
士
見
町
中
学
校
統
合
計
画
」（
案
）
に
つ
い
て

「
富
士
見
町
中
学
校
統
合
計
画
」（
案
）
に
つ
い
て

〜
中
学
校
統
合
計
画
（
案
）
の
骨
子
〜

　
教
育
委
員
会
で
は
、
中
学
校
統
合
に

つ
い
て
教
育
懇
談
会
、
保
護
者
の
皆
さ

ん
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
を
検
討
し
た

結
果
、
多
く
の
皆
さ
ん
が
中
学
校
統
合

に
賛
成
で
あ
る
こ
と
を
受
け
、
「
富
士

見
町
中
学
校
統
合
計
画
」（
案
）
を
定
め

ま
し
た
。

　
統
合
計
画
（
案
）
は
、
「
統
合
の
理
念
」
、

「
経
過
」
、
「
中
学
校
の
現
状
と
課
題
」
、

「
中
学
校
統
合
計
画
」
、
「
統
合
に
伴

う
諸
課
題
へ
の
対
応
」
に
つ
い
て
の
計

画
（
案
）
を
示
し
て
い
ま
す
が
、
今
回

は
計
画
の
中
心
で
あ
る
「
中
学
校
の
統

合
計
画
」
、
「
統
合
に
伴
う
諸
課
題
へ

の
対
応
」
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
統
合
計
画
は
、
今
ま
で
町
民
の
皆
さ

ん
か
ら
頂
い
た
ご
意
見
を
参
考
に
教
育

委
員
会
で
決
定
し
て
い
き
ま
す
。

「富士見町中学校統合計画」（案） 抜粋「富士見町中学校統合計画」（案） 抜粋

　富士見町教育委員会では、町内の児童・生徒数の減少は今後も続

くこと、同じ町の生徒でありながら両校に教育環境、施設環境など

に格差が生じていることなどを総合的に検討し、以下のとおり統合

計画を決定しました。

　

（１） 計画の骨子�

　①町内の２中学校を１校に統合します。

　②統合する中学校の校舎は、富士見高原中学校の校舎を

　　使用します。

　③統合の方法は、両校を閉校し、新設校として開校します。

　④開校は、平成２２年 （２０１０年） ４月とします。

　⑤学校名等については、今後設置する委員会で検討します。

（２）計画の骨子説明

　①１校に統合する目的

　　　中学生時代は、将来に向かっての学習面の発展や幅広い人間関係などの社会性を養う時期として大変

　　重要です。この時期に、より良い教育環境のもとで、学習、部活など様々な学校活動を通して多様な考

　　え方や個性に触れ「生きる力」を伸ばすためには、適正規模の生徒数・学級数が必要と考えます。

　　　富士見町では今後も生徒数の減少が続くこととから、適正規模の学校を維持することや中学校間の教

　　育環境面での格差解消のためには、両校を統合することが必要と考えます。

　　　両校を統合した場合は、県の教員配置基準に基づく教員数で全教科の授業が展開可能となり、また複

　　数の教員が各教科で確保されることにより教科会で同一教科の教員同士が教材や指導内容・方法を共同

　　研究し授業の進捗状況を確認し合うことができます。もちろん部活数の拡大や活性化も期待できます。

1 中学校の統合計画
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教育委員会だより

　②富士見高原中学校の校舎を使う理由

　　　富士見高原中学校は平成８年度に教育環境を考慮し、県下でも有数の施設の整った校舎として建築さ

　　れました。教育懇談会で両校の中間地点に校舎を新築してはとの意見もありましたが、町の財政的負担

　　などを考えると、富士見高原中学校の校舎を使用することが現実的です。

　　　また、中学校の統合により維持管理費が軽減され、施設設備など学習環境の充実が図られます。

　③両校を閉校し、新設校として開校する背景

　　　過去の両校開校の経緯、地域の住民感情の尊重、アンケート結果などを考慮して、両校を閉校し、新

　　たに富士見らしい新生中学校として開校することが望ましいと考えます。

　④平成22年4月開校の理由�

　　　教育環境等に不均衡があることから、一度しかない中学校生活を、少しでも早く環境が整った学校で

　　送ることが望ましいと考えます。また、アンケート結果でも早期統合を望む声が数多くあることを受け

　　て、平成22年４月とします。

　　　なお、平成22年度のみ３年生が５学級のため普通教室が不足しますが、その後は各学年４学級が続

　　きます。１年間だけのための増築は税金の無駄遣いではないかとのご心配もいただいていますが、小中

　　学校では平成13年度から国語・算数（小学校）、数学・英語（中学校）の教科で、きめ細かな学習指

　　導を行うために少人数学習集団に分けた学習指導を実施しています。そのために、県から富士見高原中

　　学校に２名、南中に１名の教員を特別に増員配置されています。統合後も少人数学習指導を継続実施す

　　るためには、普通教室を２教室増築することが必要となります。

　⑤学校名等の検討

　　　新しい学校名、校章、校歌、制服、通学方法などは、今後設置する幾つかの準備委員会で検討します

　　が、できるだけ多くの委員会に教職員、保護者、生徒、町民の皆さんに参加していただいて検討、決定

　　していきます。

　①校名・校歌・校章

　　　今後設置する委員会において検討、決定していきます。

　②通学方法

　　　遠距離通学となる生徒にはスクールバスを導入します。併せてＪＲの利用も検討していきます。バス

　　の運行については生徒・保護者の負担軽減が出来るよう、設置する委員会等で経路、運行回数などを総

　　合的に検討して決定していきます。

　③制服など

　　　制服、運動服などは設置される委員会等の中で、生徒・保護者の負担が最小限となるよう早期に制服

　　の選択、変更の方法、変更時期などを検討し決定していきます。

　④統合時の生徒への配慮

　　　統合に伴う生徒の不安を解消するため、中学校間での様々な交流を本年度から出来る限り進めます。

　　また、両校生徒が安心できるように、教職員の配置についても十分配慮します。

　　　とりわけ、統合年度に進路選択・進学を迎える生徒・保護者の進路指導・相談、心のケアについては

　　万全を期します。

　⑤南中学校の跡地利用

　　　今後、地元の皆さんと一緒に新しいアイディアを出し合い、大勢の人たちが交流する魅力のある広場

　　にしたいと願っています。たとえばコミュニティ・プラザや町民センターの機能を併せ持った地域交流

　　センターとして活用すれば、地域の活性化につながることが期待できます。

　　　今後、町長部局と連携しながら検討をすすめます。

2 統合に伴う諸課題への対応
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中学校統合についてのアンケート結果のお知らせ中学校統合についてのアンケート結果のお知らせ

　教育委員会では、中学校統合について、5月に町内7箇所で教育懇談会を実施しました。�

　懇談会に加えて、中学校統合による影響が一番ある児童・生徒の保護者の方々のご意見などを改めてお聞

きしました。（町内2中学校の現状や教育委員会の考え方の文書を同封しての、アンケート実施）

　その結果をお知らせします。

1. 実施・回収時期　6月

2. 配布対象者　

　　保育園・幼稚園・小中学校児童生徒の保護者

3. 回収率　86.1％

　　（配布数997　回収数858　白紙回答除く）

4. 質問内容

　　㈰中学校統合についての賛否

　　㈪統合の方法

　　㈫統合の時期

　　㈬統合する場合の要望事項

㈰中学校統合について

㈰中学校統合について
町　全　体

人　数 割　合 人　数 割　合 人　数 割　合

高原中学校通学区域 南中学校通学区域

賛成・どちらかといえば賛成

どちらでもよい

反対・とちらかといえば反対

614

185

59

71%

22%

7%

465

163

39

70%

24%

6%

149

22

20

78%

12%

10%

＜統合反対の方の主な意見＞

●少人数教育が良い。

●今急いでやる必要はない。

●母校がなくなるのはさみしい。

●境・落合地区は通学に負担がかかるので反対。

●受験と重なるため、影響が心配。

●町内に2校あった方が競争心が出る。

賛成 39%

どちらかといえば賛成
 32%

どちらでもよい
 22%

どちらかといえば反対
 5%

反対 2%

㈪統合の方法

㈪統合の方法について
（賛成の方のみ回答）

町　全　体

人　数 割　合 人　数 割　合 人　数 割　合

高原中学校通学区域 南中学校通学区域

対等な統合

高原中学校への吸収統合

どちらでもよい

未記入

351

154

73

36

57%

25%

12%

6%

233

143

56

33

50%

31%

12%

7%

118

11

17

3

79%

7%

12%

2%

＜主な意見＞

対等な統合
 57%

吸収 25%

どちらでもよい
 12%

未記入 6%
【対等】●両校の生徒が新たな気持ちでスタートして欲

　しい。 ●吸収だと南中の生徒は萎縮してしまう。

【吸収】●小さい方が大きい方に入ることは自然。

　●わざわざ対等として様々な経費をかける必要はない。 

　●伝統ある2校全部を閉校する必要はない。

【どちらでもよい】●対等・吸収にこだわっているのは大

　人だけ。子どもは一緒になってどれだけ楽しく充実し

　た学校生活を送れるかというだけではないか。
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8月17日（第3日曜日）は家庭の日です。
夏休みを充実させ、規則正しい生活リズムを家族で維持し、秋につなげましょう。

八 ヶ 岳 の 風

編 集 後 記

　地区の祇園で獅子舞が家に来ました。置いてあっ
た獅子に人が入った瞬間、魂が宿ったような神々し
さを感じました。（Ａ）

　
富
士
見
町
の
ヤ
ツ
ガ
タ
ケ
ト
ウ
ヒ
林
は
、
世
界
の
希
少
樹
林
と
し

て
、
大
切
に
保
護
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
八
ヶ
岳
の
本
郷
、
境
地
域
に
し
か
生
育
し
て
い
な
い
と
言
わ
れ
て

い
た
こ
の
樹
が
、
入
笠
山
か
ら
釜
無
川
に
か
け
て
の
、
富
士
見
・
落

合
地
域
に
も
生
育
し
て
い
る
こ
と
が
近
年
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
、
町
で
は
二
中
学
校
の
統
合
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
統
合
に
よ
る
新
し
い
中
学
校
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
時
、
私
は
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
・
プ
ラ
ザ
脇
の
丘
の
上
に
植
栽
さ
れ
た
、
ク
リ
ス
マ
ス
ツ

リ
ー
の
よ
う
な
一
本
の
ヤ
ツ
ガ
タ
ケ
ト
ウ
ヒ
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
。

直
径
約
60
㎝
の
こ
の
樹
は
、
富
士
見
の
風
土
に
良
く
適
応
し
て
、
威

風
堂
々
と
誠
に
見
事
で
す
。

　
新
し
い
統
合
中
学
校
が
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
り
、
富
士

見
の
地
に
し
っ
か
り
と
根
を
下
ろ
し
、
立
派
に
成
長
す
る
こ
と
を
願

っ
て
お
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
教
育
委
員
長
　
名
取
　
陽

教育委員会だより

㈫開校の時期

㈬統合する場合の要望（主な意見）

㈫開校の時期について
（賛成の方のみ回答）

町　全　体

人　数 割　合 人　数 割　合 人　数 割　合

高原中学校通学区域 南中学校通学区域

平成22年4月

平成23年4月

その他

未記入

341

87

102

84

56%

14%

16%

14%

250

71

70

74

54%

15%

15%

16%

91

16

32

10

61%

11%

21%

7%

＜主な意見＞

平成22年
 56%

平成23年
14%

その他
 16%

未記入 14%
●出来るだけ早く統合した方が良い。
●南中の生徒に充実した学生生活を送って欲しい。
●子どもには順応性があるので早い方がよい。
●現中学1年生が5学級で、教室増築が必要ならば平成23年
　でよいのではないか。
●今の1年生が卒業すると各学年4学級となるので23年から
　でよいのではないか。
●いろいろな問題をクリアするには時間が必要。
●準備期間を2年くらい見て、交流を深めてからの方が良い。

○通学について

　●遠距離となるためスクールバスの導入は必要。

　●バスは高原中学校の遠距離生徒も考慮して欲しい。

　●部活に併せてスクールバスを運行してほしい。

　●子どもの負担､親の負担軽減を考慮して欲しい。�

○制服、ジャージの問題

　●新規に作成するのが良い。

　●高原中学校のものを使用するのが良い。

　●制服、ジャージの変更は、家庭としては大変な負担なの

　　で、負担の少ない方法を考えてほしい。

○部活の問題

　●中体連に向けた練習、チームづくりが必要ではないか。

○その他

　●統合時3年生の親で不安があるが、逆にめったにない

ことを経験させる良いチャンスだと考えることにして「思

いやりの心」で統合がスムーズに行くよう家庭でもバ

ックアップしたい。

　●まわりがあまり神経質になり過ぎない方が良い。子ど

もはそれなりにやっていける。子どもの将来のことを

考え自立できる子どもを育てていくことがベスト。

　●統合時の心のケア、特に中学3年生（現1年生）への配

　　慮がほしい。

　●クラス替が頻繁になるのは子どもの負担になるので考

　　えてほしい。

　●校名、校歌が変わるのは寂しい。

　●統合に伴う教室増築、経費について、町の財政を考え

ても余計な出費はしない方が良いのではないか。

＊【その他の時期】　平成21年7名。平成24年5名。平成25年以降3名。
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　 諏訪ナンバー連絡協議会事務局（諏訪市役所内　諏訪広域連合企画総務課企画係）
　　　 ☎52-4141（内）375・ＨＰ http://www.wide-suwa.net/suwakouiki/

『諏訪ナンバー交換イベント』『諏訪ナンバー交換イベント』

〈井戸尻発掘50周年記念事業〉〈井戸尻発掘50周年記念事業〉西伊豆への旅 参加者募集西伊豆への旅 参加者募集

　　　演　奏：長屋和哉さん

　　　日　時：8月9日（土）　19:00～�

　　　会　場：井戸尻史跡公園

■記念講演会

　　「海を渡った縄文人」　　　
　　　　―古代人の壮大な交流をテーマに―
　　　講　師：小田静夫先生（考古学）

　　　日　時：8月23日(土)　13:30～

　　　会　場：老人福祉センター清泉荘

■企画展示

　　「富士見の発掘50年 ―井戸尻から現在まで―」
　　　　町指定有形文化財「人体絵画土器」特別公開！

　　　会　期：7月20日（日）～11月3日（月） 開催中

　　　会　場：井戸尻考古館

■夏休みの体験イベント
　　8月9・10日（土・日）

　　○縄文体験学習　井戸尻史跡公園

　　　　09:00～17:00　（雨天中止）

　　○ぼろ機織り体験　歴史民俗資料館

　　　　10:00～15:00　（受付は14:30まで）

■コンサート

　　「上弦の月LIVE“共鳴する時空”」
　　　　～金属性の打楽器で奏でる

　　　　　　　幻想的な調べは まさに環境音楽～

　 井戸尻考古館　　☎64-2044　　5323
　 歴史民俗資料館　☎65-3572　　5326

　町では、姉妹町である西伊豆町への『町民友好のバス』

の参加者を募集しています。

　西伊豆町では、らんの里堂ヶ島の見学・遊覧船でのサ

ンセットクルーズ・黄金崎クリスタルパークでガラス製

品作成体験・黄金崎公園の散策などを予定しています。

また、食事は盛り沢山の新鮮な魚介類！ 西伊豆の魅力を

たっぷり味わえる旅をお楽しみいただけます。ぜひ、ご

参加ください。�

　◆期　　日　　10月23日（木）・24日（金）

　◆対 象 者　　18歳以上の町民

　◆参 加 費　　1万5千円

　◆募集人員　　30名（定員になり次第締め切り）

　※町ホームページ

　　http://www.town.fujimi.nagano.jp/� からもご覧

　　になれます。

　※天候により中止となる場合があります。

『大田子海岸の夕映え』 西伊豆町平成19年度フォトコンテストより

―夕陽と海 西伊豆の魅力満載―

　 総務課企画統計係　☎62-9332　　9332

　諏訪ナンバー連絡協議会では、諏訪ナンバー交換イベントを開催します。この機会に、愛着のある“諏訪”

にナンバー交換してみてはいかがでしょうか。

　日　時：9月28日（日）　午後1時～3時

　会　場：下諏訪町赤砂崎10795　（財）諏訪自動車協会�

　内　容：ナンバー交換（松本 → 諏訪）・マイカー点検・マイカー相談

　　　　　オリジナルグッズプレゼント　など

　※ナンバー交換を希望される方は事前申し込みが必要です。

　　　申込受付期間……８月４日(月)～９月５日（金）

　　　申 込 方 法……諏訪ナンバー連絡協議会事務局までお電話をいただくか、諏訪広域連合ホームページ

　　　　　　　　　　　からお申し込みください。

　※ナンバープレート代 1,580円（一般希望ナンバー 4,040円）は実費負担となります。

い ま

問申込

問申込

問 有

有 有
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く
ら
し
の
情
報

く
ら
し
の
情
報

く
ら
し
の
情
報

お

知

ら

せ

   

ル
ー
ル
を
守
っ
て

　
　
　
　  

楽
し
く
花
火
を
！

　
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
楽
し
い

夏
の
風
物
詩
、お
も
ち
ゃ
花
火
。

　
し
か
し
、

｢

お
も
ち
ゃ｣

と
は
い
え
、

花
火
の
原
材
料
は
火
薬
で
す
。
取
扱

い
方
法
を
誤
る
と
や
け
ど
や
火
災
な

ど
の
事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
。
安
全

で
楽
し
く
花
火
で
遊
ぶ
た
め
、
次
の

事
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

○
花
火
に
書
い
て
あ
る
遊
び
方
を
よ

　

く
読
ん
で
必
ず
守
り
ま
し
ょ
う
。

○
花
火
を
人
や
家
に
向
け
た
り
、
燃

　

え
や
す
い
も
の
の
あ
る
場
所
で
遊

　

ん
だ
り
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

　

う
。

○
不
発
花
火
に
顔
や
手
を
近
づ
け
な

　

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
風
の
強
い
日
は
花
火
遊
び
は
や
め

　

ま
し
ょ
う
。

○
水
バ
ケ
ツ
等
を
必
ず
用
意
し
て
遊

　

び
ま
し
ょ
う
。

　
以
上
の
点
に
注
意
す
る
と
と
も
に
、

花
火
遊
び
の
マ
ナ
ー
に
も
心
が
け
て

く
だ
さ
い
。
花
火
遊
び
は
迷
惑
に
な
ら

な
い
場
所
と
時
間
と
後
始
末
が
大
切

で
す
。

   

電
気
は
正
し
く

　
　  

安
全
に
使
い
ま
し
ょ
う

　
８
月
は
電
気
使
用
安
全
月
間
で
す
。

感
電
災
害
は
夏
季
に
集
中
し
て
発
生

し
ま
す
。
夏
は
汗
を
か
き
や
す
く
、
皮

膚
の
露
出
部
分
が
多
く
な
り
、
ま
た

疲
労
か
ら
注
意
力
が
散
漫
に
な
り
が

ち
で
す
。こ
の
点
か
ら
毎
年
８
月
を「
電

気
使
用
安
全
月
間
」
と
し
、
経
済
産
業

省
の
主
唱
の
も
と
に
全
国
一
斉
に
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
感
電
災
害
を
防
止
す
る
た
め
、
電

気
は
正
し
く
安
全
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

　
電
気
の
ご
相
談
は
、（
財
）
中
部
電

気
保
安
協
会
諏
訪
営
業
所
（
☎
２
７
‐

３
８
２
２
）
へ
お
願
い
し
ま
す
。

  

終
戦
当
時 

引
揚
者
の
方
々

  

か
ら
お
預
り
し
た
通
貨
・

  

証
券
等
を
返
還
し
て
い
ま
す

　
名
古
屋
税
関
で
は
、
終
戦
後
に
外

地
か
ら
引
き
揚
げ
て
き
た
方
々
が
税

関
な
ど
に
預
け
ら
れ
た
通
貨
や
証
券

等
を
お
返
し
し
て
い
ま
す
が
、
今
な

お
引
き
取
り
手
が
な
く
保
管
さ
れ
た

ま
ま
に
な
っ
て
い
る
も
の
が
多
数
あ

り
ま
す
。

　
返
還
請
求
・
お
問
い
合
わ
せ
は
ご

本
人
は
も
と
よ
り
、
ご
家
族
の
方
で

も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
お
心
当
た
り
の

方
は
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
保
管
し
て
い
る
通
貨
・
証
券
等

＊
上
陸
地
の
税
関
又
は
海
運
局
に
預

　
け
た
通
貨
・
証
券
等

＊
帰
国
前
に
在
外
公
館
や
日
本
人
自

　
治
会
等
に
預
け
た
通
貨
・
証
券
等

　
の
う
ち
、
そ
の
後
日
本
に
返
還
さ

　
れ
た
も
の

　 

財
務
省
名
古
屋
税
関
　

　 

監
視
部
監
視
許
可
通
関
部
門

　
　 

☎
０
５
２
‐
６
５
４
‐
４
０
６
０

   

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
が

　
　
　
　
　  

変
わ
り
ま
し
た

　
少
子
高
齢
化
、労
働
力
減
少
社
会
で
、

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
が
そ
の
能
力

を
よ
り
一
層
有
効
に
発
揮
す
る
こ
と

が
で
き
る
雇
用
環
境
を
整
備
す
る
た

め
に
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
が
改

正
さ
れ
本
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
改
正
内
容
は
、
雇
い
入
れ
の
際
の

労
働
条
件
の
明
示
・
雇
い
入
れ
後
、
待

遇
の
決
定
に
つ
い
て
の
説
明
義
務
・

均
衡
の
と
れ
た
待
遇
の
確
保
の
促
進
・

通
常
の
労
働
者
へ
の
転
換
の
推
進
な

ど
で
す
。

　
詳
細
は
長
野
労
働
局
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（h

t
t
p
:/
/
w
w
w
.n
a
g
a
n
o
-

ro
u
d
o
u
k
y
o
k
u
.g
o
.jp
/

）
に
ア
ク
セ

ス
し
、「
働
き
た
い
方
、
働
い
て
い
る

方
へ
」
又
は
「
事
業
主
の
皆
様
へ
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
ご
相
談
は
、
長
野
労
働
局
雇
用
均

等
室
（
☎
０
２
６
‐
２
２
７
‐
０
１
２
５
）

へ
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
通
　
貨
…

　
　
証
券
等
…
旧
日
本
銀
行
券
、
旧

日
本
軍
軍
票
　
等

支
那
事
変
割
引
国
庫

債
券
、
大
東
亜
戦
争

割
引
国
庫
債
券
　
等

平成２０年１０月１日から
障がいのある方を対象とした NHK放送受信料の免除基準が変わります

住民福祉課社会福祉係　☎62-9144　　9144

■事前申請受付　　平成20年8月1日から（申請はご家族の方でも構いません。）

■持　 ち　 物　　手帳、印鑑

■申  請  方  法　　住民福祉課窓口にて免除事由の証明を受けた後、申請書をＮＨＫに郵送してください。

※免除基準に該当しなくなった場合は速やかにＮＨＫ（☎0263-33-4700）までご連絡ください。

全　額　免　除
（障害者の方を世帯構成員に有する場合）

平成20年9月30日まで 平成20年10月1日から 平成20年9月30日まで 平成20年10月1日から

半　額　免　除
（障害者の方が世帯主の場合）

身体障害者

知的障害者

精神障害者

生活保護法による最低生活
費の額に身体障害者特別加
算額を加算した額の費用に
よって営まれる生活状態以下
の世帯

世帯構成員全員が住民税非
課税

●視覚・聴覚障害者
●重度のし体不自由者

●視覚・聴覚障害者（変更なし）
●身体障害者手帳1・2級所
　持者

重度の知的障害者を構成員
に有する世帯で、世帯構成員
全員が住民税非課税

世帯構成員全員が住民税非
課税（重度以外も対象） 適用外 療育手帳Ａ1所持者

適用外
世帯構成員全員が住民税非
課税

適用外
精神障害者保健福祉手帳１級
所持者

●戦傷病者手帳（障害程度が
　特別項症から第1款症）所
　持者

問

問申請 有
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相

談

募

集

イ

べ

ン

ト

植　松　林　子� 76歳� 金　二� 立　沢

小　林　文　秋� 59歳� 美惠子� 南原山

中　山　みさを� 88歳� みさを� 高　森

金　　　址　坤� 89歳� 高橋由紀� 富　里

五　味　君　子� 88歳� 君　子� 乙　事

縄　田　　正� 88歳� 信　敏� 花　場

岩　波　公　　� 64歳� 　　子� 富　里

雨　宮　ちよ子� 90歳� 良　一� 上蔦木

池　田　空　矢� 宗　矢� 和　美� 御射山神戸

遠　藤　真　緒� 敏　隆� ゆ　り� 塚　平

白　藤　　慶� 直　恒� 香　織� 松　目

植　松　風　牙� 才　樹� 貴　子� 瀬沢新田

松　本　姫　季� 健　司� 美智子� 御射山神戸

進　藤　　健� 竜　一� 裕　深� 池　袋�

植　松　舜　太� 由　浩� 清　江� 富　里�

古　畑　　葵� 敦　史� 美　樹� 富士見�

� たか�� や

� ま� � お

� �けい

� ふう�� が

� ひま�� り

� �たける

� しゅん�� た

� �あおい

住民だより住民だより 7月7月
 ■6月15日～7月14日の届出■ 〈敬称略〉

●転入・転居・出生は14日以内に　死亡は7日以内に届出を

出生おめでとう

おくやみ申し上げます

結婚おめでとう

出生おめでとう
氏　名 父の名 区　名母の名

おくやみ申し上げます
氏　名 年齢 世帯主 区　名

掲載可能なお届けはありませんでした。

結婚おめでとう

  
個
人
事
業
税
（
前
期
分
）
の

　  
納
期
限
は
９
月
１
日
で
す

　
個
人
事
業
税
は
、
個
人
で
製
造
業

や
請
負
業
、
物
品
販
売
業
あ
る
い
は

ア
パ
ー
ト
・
土
地
等
の
貸
付
な
ど
を

行
っ
て
い
る
方
に
課
税
さ
れ
る
県
の

税
金
で
す
。

　
前
期
分
の
納
税
通
知
書
が
お
手
元

に
届
き
ま
し
た
ら
９
月
１
日
（
月
）
ま

で
に
お
近
く
の
金
融
機
関
ま
た
は
地

方
事
務
所
税
務
課
窓
口
で
納
め
て
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、
長
野
県
で
は
平
成
18
年
度

か
ら
「
信
州
に
安
全
・
安
心
・
安
定
を

も
た
ら
す
県
民
応
援
減
税
」
制
度
が

創
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
長
野
県
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ（h

ttp
:/
/
w
w
w
.p
re
f.

n
a
g
a
n
o
.jp
/

）の「
県
税
の
あ
ら
ま
し
」

に
詳
し
い
説
明
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
納
税
に
は
便
利
な
口
座
振

替
制
度
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
手
続
き
は
金
融
機

関
の
届
出
印
を
お
持
ち
い
た
だ
け
ば
、

地
方
事
務
所
税
務
課
ま
た
は
金
融
機

関
の
窓
口
で
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　 

諏
訪
地
方
事
務
所
税
務
課

　
　
　 

☎
５
７
‐
２
９
０
８

　
Ｅ
‐
メ
ー
ル  s

u
w
a
c
h
i-ze
im
u
@

　
　
　
　
　
　p

re
f.n
a
g
a
n
o
.jp

  
お
盆
中
の
ご
み･

し
尿
の
収
集

　
お
盆
期
間
中
、
粗
大
ご
み
処
理
施

設
は
15
日
（
金
）
、
し
尿
の
汲
み
と
り

は
14
日
（
木
）・
15
日
（
金
）
が
休
業
と

な
り
ま
す
。（
16
日
・
17
日
の
土
・
日
曜

日
は
休
業
で
す
。）　

　
な
お
、
可
燃
ご
み
は
通
常
ど
お
り

収
集
し
ま
す
。

　 

建
設
課
生
活
環
境
係
　

　 

☎
６
２
‐
９
１
１
４
　
　
９
１
１
４

       

多
重
債
務
相
談
窓
口

　　
長
野
財
務
事
務
所
で
は
、
借
入
等

に
お
悩
み
の
方
の
相
談
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。

　
　
　 

財
務
省
関
東
財
務
局

　 

長
野
財
務
事
務
所  

相
談
窓
口

　 

☎
０
２
６
‐
２
３
４
‐
２
９
７
０

  

諏
訪
圏
工
業
メ
ッ
セ
２
０
０
８

 

　
　
　
　
　
　
　
プ
レ
イ
ベ
ン
ト

   

「
家
族
紙
ヒ
コ
ー
キ
教
室
」

　
「
紙
ヒ
コ
ー
キ
づ
く
り
」
を
通
し
て

「
も
の
づ
く
り
」
や
科
学
へ
の
興
味
を

育
む
諏
訪
圏
工
業
メ
ッ
セ
２
０
０
８

の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
で
す
。 

■
日
　
時

　
９
月
23
日（
火
・
祝
）

　
　
午
前
の
部
　
10
時
30
分
〜

　
　
午
後
の
部
　
２
時
〜�

■
会
　
場

　
諏
訪
東
京
理
科
大
学（
茅
野
市
豊
平
）

■
対
　
象

　
小
学
生
以
上
（
推
奨
）
　
保
護
者
同

　
伴
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
定
　
員

　
午
前
・
午
後
と
も
先
着
１
５
０
名

■
費
　
用

　
教
材
費
と
し
て
　
５
０
０
円
／
機�

■
申
込
締
切

　
８
月
29
日
（
金
）（
定
員
に
達
し
た

　
場
合
は
そ
の
時
点
で
締
め
切
り
）

　
　
　
　
　
　
※
優
秀
者
に
は
、
10

月
18
日
（
土
）
諏

訪
圏
工
業
メ
ッ

セ
会
場
に
て
表

彰
を
行
い
ま
す
。

　 

諏
訪
圏
工
業
メ
ッ
セ
実
行
委
員
会

　
　
　 

☎
５
４
‐
２
５
８
８

　 h
ttp
://w

w
w
.s
u
w
a
m
e
s
s
e
.jp
/

�

　
　 

い
の
ち
の
こ
と
ば

　
「
私
に
と
っ
て
忘
れ
ら
れ
な
い
家

族
の
あ
の
一
言
」を
テ
ー
マ
と
し
た「
い

の
ち
の
こ
と
ば
」
を
募
集
し
ま
す
。
60

字
以
内
の
こ
と
ば
と
そ
の
時
の
状
況

を
４
０
０
字
以
内
で
記
入
し
、
応
募

し
て
く
だ
さ
い
。

■
応
募
締
切

　
10
月
１
日（
水
） 

必
着�

　 

豊
岡
市
教
育
委
員
会
但
東
分
室
内

　 

東
井
義
雄
賞

　
　 

「
い
の
ち
の
こ
と
ば
」
募
集
係

　
　
　
☎
０
７
９
６
‐
２
１
‐
９
０
３
６

        

パ
ソ
コ
ン
訓
練
生

　
９
月
期
の
パ
ソ
コ
ン
訓
練
生（
初
級
・

中
級
・
検
定
・
デ
ジ
カ
メ
・
Ｃ
Ａ
Ｄ
コ

ー
ス
）
を
募
集
し
ま
す
。（
昼
・
夜
コ
ー

ス
あ
り
）

■
定
　
員

　
各
コ
ー
ス
と
も
　
15
名

■
受
講
料

　
全
21
回
…
３
０ 

０
０
０
円

　
全
10
回
…
１
５ 

０
０
０
円

■
申
込
受
付

　
８
月
19
日（
火
）

　
　
午
前
８
時
30
分
〜
　
先
着
順

※
詳
細
は
お
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御射山神戸・栗生・大平
松目・原の茶屋・花場・休戸

若宮・木之間・横吹・とちの木
南原山・富原・富士見ヶ丘
塚平・富ヶ丘・栂沢・希望ヶ丘

下諏訪商工会議所会館
☎28-6666

◆心配ごと相談　　社会福祉協議会　☎62-6766　　8988

8月12日（火）・19日（火）・26日（火）
9月2日（火）・9日（火）

8月21日（木）

8月11日（月）

8月18日（月）

富士見地区

9月04日（木） 本郷・落合・境地区

8月21日（木） 本郷・落合・境地区

9月04日（木） 富士見地区

資源物の収集資源物の収集

粗大ゴミの収集粗大ゴミの収集

役場窓口業務 延長日役場窓口業務 延長日

　 生涯学習課社会体育係　☎62-2400　　2750

休日当番医・薬局休日当番医・薬局

水道指定給水装置工事事業者
土・日・祝日当番店

水道指定給水装置工事事業者
土・日・祝日当番店

相談・説明会名 日　　　　時

日　　　時 事　　業　　名 会　　　　場

会　　　　場

相談・説明会相談・説明会

スポーツスケジュールスポーツスケジュール

結 婚 相 談
8月12・19・26日（火）
9月2日（火）・7日（日）
午後1時～午後6時

8月13日（水）
9月10日（水）
午後2時～

女 性 の た め の
悩 み 相 談

一般相談は電話で受付
（毎週火曜日～土曜日）

フリースポーツデー

小学生野球教室

町民センター
海洋センター

9月10日（水）
午後7時～

体育施設利用者会議 町民センター

老人福祉センター
清  泉  荘

パノラマリゾート
特設会場

8月22日（金）
午後7時30分～

日　　　時 行　　事　　名 会　　　　場

主な行事主な行事

8月23日（土）
午後1時30分～

第7回 ピクニック
コンサート in パノラマ

井戸尻発掘50周年
記念講演会

第32回
町民硬式テニス大会

第29回
尾崎喜八碑前の集い
第11回 富士見高原
詩のフォーラム

8月24日（日）
午前9時30分～

コミュニティ・プラザ
8月30日（土）
午後1時～

総合防災訓練 全　　町
8月31日（日）
午前8時～

税理士税務相談
9月10日（水）
午前10時～正午

役場3階  301会議室
出 張 年 金
給 付 相 談

9月3日（水）
午前10時～午後3時

町民センター心 配 ごと 相 談
8月22日（金）
午前10時～午後3時

結婚相談所
（消防署隣り）
☎62-7853

県男女共同参画センター
（岡谷市）☎22-8822

シルバー人材センター
入 会 説 明 会

茅野広域
シルバー人材センター
☎73-0224

8月（8月11日～9月10日）くら ガイドくらしし ガのの イド

15日（金）
高 原 病 院
☎62-3030

14日（木）
高 原 病 院
☎62-3030

通常営業

16日（土）
高 原 病 院
☎62-3030

17日（日）
高 原 病 院
☎62-3030

さくら藤沢薬局
☎61-1815

24日（日）
高 原 病 院
☎62-3030

31日（日）
高 原 病 院
☎62-3030

藤 沢 薬 局
☎62-2106

07日（日）
高 原 病 院
☎62-3030

ミツワ西友薬局
☎62-7586

ミツワ西友薬局
☎62-7586

月　　日 当  番  医 当番薬局

8
　
　
　
　
　
月

9
月

13日（水）

14日（木）

15日（金）

16日（土）

17日（日）

23日（土）

24日（日）

30日（土）

31日（日）

06日（土）

07日（日）

9 

月

8  

　
　
　
　
　
月

窪 田 設 備

窪田鉄工設備

エ ン ド ウ

リビングクボタ

富 士 見 設 備

太 陽 住 設

ウ エ ノ ヤ

山 本 管 工 事

戸 井 口 建 設

三 善 工 業

坂 本 鉄 工 所

６２-７００４

６２-３２５３

６２-５６５６

６２-５３９１

６２-２４２１

６２-２０９３

６２-６８１０

６４-２６４９

６５-３２１３

６６-２０７８

６２-２０６５

５８３３

２７６６

２７３２

３７１２

８６９０

３２９３

８９４０

５３９６

３１５３

月　　日 当　番　店 有線電話

※プラスチック類のみ

8月17・31日（日）
午後5時～

8月17日（日）
午前8時30分～

町民広場野球場
（雨天：海洋センター）

海洋センタープール
営　業

8月16日（土）まで毎日
午前10時～午後4時

海洋センタープール

海洋センタープール

8月21日（木）
午後7時～

富士見グリーン
カルチャーセンター

地域スポーツクラブ発足記念事業

吉井小百合選手 講演会

8月27日（水）
9月4日（木）
午前10時～

8月31日（日）
午前8時50分～

町民センター
地域スポーツクラブ事業
ストレッチの集い

地域スポーツクラブ事業
早朝健康ウォーキング

町民広場 テニスコート

第59回 諏訪地方
陸上競技選手権大会

第38回 町民水泳大会
兼 第37回

小学生水泳記録会

8月24日（日）
午前8時～

茅野市運動公園
陸上競技場

8月23日（土）
午前6時～

おっこと亭～小六方面

問 有

問 有
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地 域 乳 幼 児 相 談

母親学級㈰ 歯 科 検 診・調 理 実 習

　 住民福祉課保健予防係　☎62-9134　　9134

14

こんにちはこんにちは ◆来所・有線電話相談
　　月～金曜日　8:30～17:00
　　　　　　　　8200
◆電話相談（２４時間対応）
　　　　　　　☎62-8200�
お急ぎでない方は、できるだけ平日
の昼間にお願いします。

地域包括支援センターです地域包括支援センターです地域包括支援センターです
有

◆相談・教室

8月29日（金）

9月09日（火）

午前10:15～11:00（受付）

午後01:10～01:20（受付）

子育てひろば「AiAi」
（町民広場：研修センター）

事　　　業　　　名 期　　日 時　　　間 会　　　　場

有

ガイド子子 ガイド健康健康

8月の保健日程8月の保健日程（8月11日～9月10日）

◆健康診査・予防接種

7ヵ 月 児 健 診

10ヵ月 児 健 診

4ヵ 月 児 健 診

3 種 混 合

B C G

平成19年12月生まれ

平成19年9月生まれ

平成20年4月生まれ

生後6ヵ月～7歳6ヵ月

平成20年3月6日～
平成20年6月5日生まれ

午後1:00（集合）

午後1:40（集合）

午後0:40（集合）

午後1:30（集合）

8月20日（水）

8月28日（木）

9月05日（金）

午後1:15～1:50（受付）9月10日（水）

保健センター

保健センター

事　　業　　名 対　　象　　児 期　　日 時　　　間 会　　場

〈富士見町健康カルタ〉

手洗いと  うがいでかぜを  予防しよう
平成18年度 本郷小学校6年　築館 耕太 さん

と の

　 富士見町地域包括支援センター　☎62-8200　　8200

「ふじみ ひらめき学校」 参加者募集「ふじみ ひらめき学校」 参加者募集
脳の体操をして、こころもからだも若返ろう!!

募　集　要　項

◆参加者の条件

　　富士見町に住所のある65歳以上の方 かつ 要介護認定を受けていない方

◆講　　師　

　　富士見高原病院　作業療法士

◆具体的な内容

　　脳のお話を聞いたり、こころやからだが若返るような体操やゲームをしたり

　　お茶を飲んだり、お話をしたり　などなど

◆開始時期　　平成20年10月から、毎月2回のペースで行う予定です。

◆時　　間　　午前9：30～11：30

◆場　　所　　町民センター

◆募集人数　　15人程度

◆教 材 費　　実費で、1,000円程度の予定　

◆持 ち 物　　体を動かしやすい服装、上履き、お茶など水分を補給できる飲み物

※参加申込締切　9月12日（金）正午　（申し込み多数の場合は、抽選とさせていただきます。）

親親

問

問 有申込
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出品料理紹介㈷

ふじみ高原地元食材フェスティバルふじみ高原地元食材フェスティバル

“ふじみ自慢料理コンクール 2007”“ふじみ自慢料理コンクール 2007”“ふじみ自慢料理コンクール 2007”“ふじみ自慢料理コンクール 2007”
【材　料 （4人分）】

鶏肉（もも皮なし８０ｇくらい）：４切
[Ａ]　みそ：１５ｇ（大さじ１弱）　みりん：小さじ１　酒：小さじ１
　　 三温糖：小さじ２　　玉ねぎ：３０ｇ　マヨネーズ：２５ｇ（大さじ１弱）
[その他]　あぶらえ：大さじ２　サラダ油：適量　　キャベツ：適量

【作り方】

あぶらえはフライパンでからいりして、すり鉢
でする。
玉ねぎはスライスする。
[Ａ]の材料と㈰のあぶらえを混ぜたタレの中
へ鶏肉を入れ、下味をつける。（３０分～１晩）
熱したフランパンに油を入れ、弱火で鶏肉を
焼く。ふたをして蒸し焼きにする。（テフロン
加工のフライパンなら油はいらない。）
せん切りキャベツと一緒に盛りつける。

◆あぶらえの香ばしさとみそマヨ
がよくあいます。玉ねぎが肉を
やわらかくしてくれます。 今井博美さん （南中学校栄養士）

㈰

㈪
㈫

㈬

㈭

『エゴマよ！  チキン』

出展　今 井 博 美

大人の部

　今日から明日へとたゆみなく続くまちづくり、地元事業者の皆さんの活躍は大きな力です。町民の皆さんも、

どうぞ応援をよろしくお願いします。

　今月は、富士見で『平出時計店』を営む平出一実さんをご紹介します。

女性が元気！

～若い力を明日へ～～若い力を明日へ～ 第2回第3回

平出一実さん
（36歳 富士見）

『平出時計店』経営

▲時計の修理は指先に神経を
　集中させる緻密な作業

Q１ 仕事の内容をご紹介ください

メガネ・時計・宝飾・補聴器の販売、修理、加工をしています。

Q２ この仕事を選んだ理由は？

幼い頃から祖父や父の仕事をしている姿を見て、“カッコいいな”と思った

のが始まりでした。メガネや時計に自然と興味を持ち、勉強していくうちに、

その奥の深さに魅了されました。

Q３ 仕事の中でご苦労されていることは？

奥が深いゆえに、日々勉強です。眼の見え方については、病気が原因の場合

もあるので、眼の検査の際に適確なお話しができるよう心がけています。ま

た、時計の修理などは米粒より小さなネジをピンセットでつまみ、それを精密

ドライバーで回す・・・不器用なのでとても苦労しています。　

Q４ この仕事をしていて良かったことは？

Q５ 今後の抱負をお聞かせください

　まだまだ半人前の三代目ですが、『視生活』をお手伝いする店として、お客

様に喜ばれるよう、量販店にはない確かな技術とサービスを提供していきた

いと思います。

メガネを掛けることでものを見ることができ、時計を持つことで時間を知る

ことができるというごく普通のことに喜びを感じ、「ありがとう」「助かりまし

た」という言葉をわざわざ伝えに来てくださるお客様がいらっしゃることが

一番嬉しいです。それがやり甲斐となり、達成感にもなっています。

最後に一言!最後に一言!
　半世紀ほど前からのアンティークな手巻きや自動巻きの腕時計を店内に展示しています。当時の時計職人達が作った最

高の作品です。その職人の感情や情熱のこもった時計が現在もまだ動き続けていることにロマンを感じますね。ご来店の

際は、ぜひご覧になってください。

　また、町内どこへでも送迎のサービスをしておりますので、お気軽にお電話ください。

このコーナーでは、町内で
自営業を営まれている皆
さんをご紹介しています。
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　6月28日 今年も入笠山を花で彩る「植栽ボラ

ンティア事業」が行われ、友好都市多摩市の皆さん、

町民の皆さん、各地区育成会の子どもたち、富士見

高校の皆さんなど、400人にご協力いただきました。

　この日は、ヤナギラン、クリンソウ、サワギキョウ

など3,000株を植栽。お花畑の斜面では、ヤナギ

ランの濃いピンク色が緑の木々に一際映えていま

した。この美しい景観が友好都市や地域の皆さん

の手によりつくられていることに心から感謝します。

題題題題話話

熱戦！ 町民ゲートボール大会

　7月2日 多目的グランドで第7回町民ゲートボー

ル大会が開かれました。参加した12チームの皆さ

んは、日頃の練習の成果を存分に発揮し、熱戦を展

開。優勝は高森チーム、準優勝はあすなろチーム（富

士見区）でした。おめでとうございます。

雨にも負けず  操法大会

　6月29日 どしゃぶりの雨の中、富士見町消防団

のポンプ操法大会が行われました。�

 水浸しの富士見高原中学校グランドで、団員の皆

さんは足をとられながらも、これまでの練習の成

果を精一杯披露、この心意気が私たちの町をしっ

かり守ってくれているのだと思います。

 ポンプ車操法の部では第１分団、小型ポンプ操法

の部では第７分団が優勝しました。本当にお疲れ様

でした。

みんなで植栽ボランティア

　国保事業の一環として、今話題のメタボリックシ

ンドローム（内臓脂肪）を予防･改善する料理教室

が各地区で開催されています。�

　毎日摂る食事の内容や量について学んだ皆さん

からは、食生活を見直す良い機会になったと大変

好評をいただいています。

　この教室は11月まで各地区で順次開催されます。

アルコールの取り方やカロリーダウンの方法など

の話もありますので、ぜひ、ご参加ください。

メタボ対策  各区で料理教室開催

6月27日  信濃境・池袋地区
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力いっぱい競技！

町民陸上選手権大会

町 の町 の町 の町 の

　今月は神代区のお宝 ｢森山汀川歌碑｣ を森山一郎さんにご紹介いただきました。

　釜無川の清流に沿うように走る国道20号、「ここは神代です」の案内板からあっという間に通り過ぎてしまい

そうな、戸数15戸の小さな集落が神代です。村の中程に竹藪で

囲まれたアララギ派歌人森山汀川の生家跡地があります。昨

年この土地が整備され、汀川の歌碑が建立されました。

　森山汀川は、明治13年(1880年) 神代に生まれました。本名

は藤一。地元では本名よりも汀川さんの名前で知られています。

�　汀川は小さい頃から文学少年で、当時の落合小学校岩本節

治校長の感化を受け、その才能を開花させていったそうです。

その後正岡子規、伊藤左千夫、島木赤彦らとの出会いにより、

短歌の道を究めていきました。アララギの選者として、また、

信州アララギの指導者として活躍。日本の短歌史に大きく貢

献しました。

　生家跡地には歌碑の他、銘板石、生家跡の碑なども建立され、

今も湧水が溜まる古井戸は往時を偲ばせます。

　森山さんからは、郷土が生んだ偉大な歌人の功績を称え、地

元の誇りとしてこの地を大切にしていきたいとお言葉をいた

だきました。

　7月6日 八ヶ岳陸上競技場において、第37回富

士見町民陸上選手権大会が開かれました。�

　この大会には小学生から一般まで189人が参加、

フィールド・トラック・ロードレース競技が行われ、

12の新記録が誕生しました。

うちの村のお宝紹介うちの村のお宝紹介うちの村のお宝紹介 第10回  神  代 『森山汀川  歌碑』

次回は烏帽子をご紹介します。

　7月12日 富士見高原「ゆりの里」が開園し、オ

ープンセレモニーが開かれました。開園5年目を

迎え、今年も100万本500万輪の花が色とりどり

に開花しています。

　8月に入ると、カサブランカ・山ゆり系の香りの

ある種類が咲きはじめ、辺り一面に甘い香りが漂い

ます。昨年は6万人の方が来園し、緑に囲まれた広

いゆり園の散策を楽しまれました。花は8月下旬ま

で楽しめます。どうぞ、ご来園ください。

「ゆりの里」 オープン！

てい せん

森山汀川
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姉妹町西伊豆だより西伊豆だより

優 秀 賞

平成19年度 ふじみ景観賞
入選作品紹介

平成19年度 ふじみ景観賞
入選作品紹介

　7月15日、富士見町から境、落合、本郷小の5年

生59名が西伊豆町を訪れ、西伊豆町内の3つの

小学校5年生66名と「夏の交歓会」で親睦を深め

ました。

　宇久須のクリスタルビーチに集まった両町の児

童は、自己紹介カードの交換や合唱などのレクリ

エーションを行った後、磯の香りいっぱいの海辺で

水遊び。波打ち際を飛び跳ねたり、塩辛い水をか

けあったりしながら、楽しいひとときを過ごしました。

　また、16日には、富士見小の5年生77名が来

町し、海水浴などを楽しみました。�

　富士見町のみなさん、西伊豆の海を思い出し、

ぜひ、また遊びにきてくださいね。

●この広報は再生紙を使用しています。

休日・夜間の緊急医電話番号案内　長野県救急医療情報センター 　TEL 0120-890-422

『ソバの花咲く八ヶ岳山麓』
野　寺　　　勝
（山梨県北杜市）

◆町 の 人 口　平成２０年7月1日現在住民基本台帳（前月比）
　　　　　　　総人口／15,448人（－13）
　　　　　　　男 7,594人（－5）　女 7,854人（－8）
　　　　　　　世帯数／5,671世帯（－2）
◆発　行　日　平成20年8月1日
◆編集・発行　富士見町役場 総務課
　〒３９９-０２９２  長野県諏訪郡富士見町落合10,777
　　　　　　　ＴＥＬ 0266-62-2250（代）
　　　　　　　ＦＡＸ 0266-62-4481
◆ホームページ　http://www.town.fujimi.nagano.jp
　　　Ｅメール�fujimi@town.fujimi.nagano.jp
◆印　　　刷　�富士見印刷

眺望地点部門【パノラマ景観賞】

海水浴で夏を満喫！海水浴で夏を満喫！

　夜露に濡れた草陰にほのかな光がひとつ、ふたつ・・・。どんな

に時代が進んでも、蛍の光に郷愁を感じるのは私だけだろうか。

　「ホー ホー ホータル こい・・・」と歌いながら、妹と歩いた暗

いあぜ道。しょうのうの匂いが染みこんだお揃いのゆかたに遠

くから聞こえてくる花火の音、私の三尺の端をつかむ妹のあど

けない笑みも、もう遠い昔のことになってしまった。

　思い出のかけらをつなぎ合わせる夏の夜、久しぶり、妹に電話

でもしてみようか・・・。闇に揺れる小さな光の向うで、今夜も

あの日と同じように遠く花火の音が響いている。　　（尾沼）

編 集 後 記

海水浴を楽しむ児童たち

▼

第７回 ピクニックコンサートinパノラマ第７回 ピクニックコンサートinパノラマ第７回 ピクニックコンサートinパノラマ

鈴  木　携帯 090-9668-6294

―高原のそよ風とジャズの一日―

8月24日（日）　AM9:30～PM4:40

パノラマリゾート特設会場

〔演奏〕
花岡詠二とスイング・ショッツ
薗田憲一とデキシーキングス
富士見ウィンドオーケストラ
 他

〔チケット取り扱い〕
コミュニティ・プラザ
　前売2,000円　当日2,500円
　（高校生以下無料）

問




